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デジタル民主主義2030

「デジタル民主主義2030」を発足し、中立的立ち位置から
まずクイックウィンとして３つのOSS提供を目指している

①ブロードリスニング強化

②民意による政策反映

③政治資金の透明化

東京都の長期戦略策定や日テレ報道で
実績のあるTTTCをさらに進化・普及

デジタル上で大規模熟議が可能なプラット
フォームを構築

政治資金の見える化ダッシュボードを開発
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①ブロードリスニングツールの強化
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システム開発イメージ例(①ブロードリスニングの強化)

政策に関するインターネット上の声を集積して可視化する
ブロードリスニングツール Talk to the City

Xやヤフコメなどさまざまな媒体

（テキスト化すれば電話やオフラ
インの声など、あらゆる意見を反
映可能）から議論を抽出し可視化
する

スマホのマイナンバー機能と組み
合わせ一人一票で投票も可能そう

他の議員が世論として参照できる
ようなツール / 自治体でも導入で
きるツールを目指すのが良さそう

Highly confidential



#TOKYOAI
皆の意見でアップデート

© 安野貴博 confidential5

システム開発イメージ例(①ブロードリスニングの進展)

実績：「GovTech東京」アドバイザーとして、東京都の
長期戦略策定でのブロードリスニング活用を支援

東京都で実現した意見募集プロセスの改善：
● データの量・質の向上

○ コメント数は×100、幅広い声が届く
● 処理の効率向上

○ 手作業で何週間もかかる作業が即日完了
● 処理の透明性向上

○ プロンプト等もすべて公開

政策に反映する上で良かったこと：
● 見落としていたアジェンダを発掘できた

○ 例：若者支援
● 都民の理解の仕方と行政の政策の分け方の

すり合わせができた
○ 例：安心・安全→「防災」と「治安」に

Highly confidential
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②オンライン上の政策熟議プラットフォー
ム
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参考事例：台湾における参加型の立法プロセスの仕組み

7

台湾の「Join」は国家発展委員会が運営する
オンライン上の政策提言プラットフォーム

● 提案に対して60日間で5,000人以上の賛同が
得られた場合、行政の関連部門が2ヶ月以

内に書面で回答することが制度化されてい
る

● 2025年1月までに346件が賛同を集め
172件が国の政策として実際に採択

● 150万ユーザーが登録
（注：台湾の人口は約2,300万人）

● 長所
○ 市民権か永住権があれば誰でも

参加でき、わかりやすい
○ 当局の回答も義務化されている

● 短所
○ 議論が深まる仕組みには

なっていないこと
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参考事例：台湾における参加型の立法プロセスの仕組み
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台湾の「vTaiwan」はシビックテックコミュニティ主導の政
策・法案議論プラットフォーム

● 行政機関の担当部局やステークホルダー、
有識者も交えて議論を深める場所として
設計されている
○ ライドシェア規制、同性婚法制化

などの成果あり

● いくつかのプラットフォームを数珠つなぎ
にした形で運用されている

● 長所

○ 議論を深め、建設的に合意形成する
仕組みとして有力

● 短所
○ Joinに比べると複雑で参加の

ハードルは高い
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オンライン熟議プラットフォームの実現
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熟議プラットフォーム構築における４つの仮説

● さまざまなSNSとの融合
○ ゼロからプラットフォームを開発するのは厳しい → 過疎る
○ SNSの情報の流れの荒波をうまく活かせると良さそう

● オフィシャルな位置づけにすることで正のフィードバックループへ
○ どう使われるかがわかる→議論が盛り上がる→人が集まる→データの

質向上
● AIによる運用コストの削減
● 今だからできる認知戦対策

○ マイナンバーカード認証が実装可能に
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アテンションリソースとレポーティングの分離
台湾からの学び概要

10
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３ステップの構成

1_論点投票 2_重要論点議論 3_具体提案議論
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論点整理モジュールでYT, X, Discourseの議論を整理
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議題の例

自治体スーパーアプリの高速かつ安価な普及のため東京都の
スーパーアプリのオープンソース化を検討すべきではないか

Highly confidential
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議題の例

AI開発、導入にあたっては機会損失を踏まえて比較衡量をする
ようなガイドラインが望ましいのではないか

● リスクに注目してAI活用をすすめるべきか決めるアプローチがある

○ センシティブで人間の人生を左右する可能性があるものであ
ればあるほど、AIを使ってはならない、という方向に判断を
倒しがち

● 一方で、もし判断が人間よりも優れていると統計的に判断できてい
るのであれば積極的にAIを使った方がむしろ倫理的である場面が存
在しうるのではないか

○ ex. 自動運転では人間よりも事故の数が少ないとわかってい
るのであれば、むしろAIに運転させて人間の運転を取り締ま
った方が倫理的な可能性がある

■ 自動運転の導入が一日遅れるごとに機会損失で死亡者
数が何人ずつ増えている、みたいな数値はあってもよ
いかもしれない？

○ ex. 面接の判断が「人間の面接官は国籍や性別によって判断

に大きなバイアスがある」とわかっているのであれば使った
方が倫理的な可能性がある

● もちろん安全性に関して厳格な検証プロセスが必要なことは前提、
念の為

Highly confidential




